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第１章  はじめに 
 本マニュアルは、ＩＣカードを利用しないＩＤ・パスワード方式のみで電子入札システムを使用

する方が対象となります。 

電子入札システムを使用するためには、ご利用になるパソコンに Java ランタイム（JRE） 

（以下、Java）をインストールし、Java ポリシーと呼ばれる設定を行う必要があります。 

 

１．１ 電子入札システムを使用するまでの流れ               
以下の流れで設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第２章 Java ポリシーを設定する前に 
ご利用のパソコンが電子入札システムを使用するための要件を満たしているか確認しま

す。 

第３章  Java のバージョンについて 
ご利用のパソコンに Java がインストールされているか確認します。 

Windows10 の場合、JRE8Update191 が動作対象のバージョンです。 

ケース③ 

動作対象の Java が 

インストールされている 

ケース① 

Java がインストール 

されていない 

３．２ Java のアンインストール 
動作対象外の Java をアンインストール 

します。 

第５章  Java ポリシーの設定 

Java のインストールが完了した後に、Java ポリシーの設定を行います。 

第 4 章 Java のインストール 
動作対象である Java のインストールを行います。 

ケース② 

動作対象外の Java が 

インストールされている 

第 6 章 Java の設定 

電子入札システムを使用するために Java の設定を行います。 

Internet Explorer の設定をしていない場合は「補足２Internet Explorer の設定」も行います。 
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第２章  Java ポリシーを設定する前に 

２．１ 前提条件の確認 
少額物品システムは、インターネットが利用可能で、『表２.1 動作環境』に示した要件を満たす環境 

でご利用できます。 

 

表２.1 動作推奨環境 

項目 要件 

CPU Intel Core i5 3.1GHz 同等以上（推奨） 

メモリ 2.0GB 以上（推奨） 

ディスク 1 ドライブの空きが１GB 以上 

OS Windows10 Home / Pro （64bit 版） 

ブラウザ Internet Explorer 11 
 

※Windows 10 に搭載されている Microsoft Edge は使用することができません。 

※Internet Explorer 以外のブラウザ(Chrome、Firefox 等)には対応しておりません。 

 

【Internet Explorer の起動およびバージョン確認方法】 

（１）デスクトップ画面を表示し、「スタート」ボタンから「すべてのアプリ」をクリックします。 

 
図２.１-１ デスクトップ画面 

 

（２）スタートメニューの左側にアプリの一覧が表示されます。「Windows アクセサリ」を 

クリックし、表示された一覧から「Internet Explorer」をクリックします。 

 
図２.１-2 すべてのアプリ画面  

Microsoft Edge は 

使用できません！ 

「Internet Explorer 」 
をクリックします。 

「すべてのアプリ」を 
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（３）Internet Explorer より、「ヘルプ」メニューより「バージョン情報」を選択します。 

 
図２.１-3 Internet Explorer  

 
 

（４）「Internet Explorer バージョン情報」のバージョン情報を確認します。 

 
図２.１-4 Internet Explorer のバージョン情報確認画面 

この例では、 
ブラウザのバージョンは、 
「Internet Explorer 11」 
であることがわかります。 

1e 
ファイル(F) 編稟(E) 表示M お気に入り(A) ツール(1)

Internet Explorerヘルプ(I)

Internet Explorer 11の新機能Mり

~c. e新しいタブ x
 

□ X 
企玄，~~: ● 

＾ 

‘‘ 

Internet Explorer (J)バージョソ情報 X 

e畠霜~11
更新穴＝乃ン： 11 .0.31 (KB31 54070) 

製品 ID:00150-20000-00003-AA459 

C臣］ 新しいバージョンを自動的にインストールする(D

c2015 Microsoft Corporation. All rights reserved.CM) 

Fじる豆
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第３章  Java のバージョンについて 

３．１ Java バージョンの確認方法     

ご使用になるパソコンに、Java がインストールされているか確認します。 

インストールされている場合は、インストールされている Java のバージョンを確認してください。 

 

（１） スタートメニューを右クリックし、「コントロールパネル」を選択します。 

  
図３.１-１ コントロールパネルの表示 

 
（２）「コントロールパネル」の表示方法を「大きいアイコン」または「小さいアイコン」に変更しま

す。Java のアイコンが表示されない場合 ⇒Java がインストールされておりません 

                   第４章を参照の上、Java のインストールを行います 

Java のアイコンが表示される場合  ⇒Java のアイコンをクリックします。 

下記手順にてバージョンを確認してください 

 

 
図３.１-２ Java のアイコン 

 

 

「Java」のアイコンが表示されて

いるか確認してください。 
表示されている場合はアイコンを

クリックします。 

モピリテイセンター(8)

霞源オプション(0)

イペントビューアーM

システム(Y)

デバイスマネージャー(M)

ネットワーク接紐CW)

ディスクの管湮(K)

Jンピューターの管理(G)

Jマンドプロンブト(C)

Jマンドブロンブト信f理者）(A) 

ャ,-,.,rr 

こ 叫ら二:

フ7イル名を指定して実行(R)

シャットダウンまたはサイソアウト(U)

完クトップ(D)

E すぺてのコントロールパネル項目

ロ e

ロ X 

1'(!!I > コントロールパネル ＞すべてのコントロールパネル項目 V I'..) コントロールパ...p 

コンピューターの設定を調整します

Windowsファイアウォール

~ 
インターネットオプション

.......................... . . ． ． ・表示方法： 大きいアイコソ. . .......................... ． 

Flash Plaver (32ビット）

イソデックスのオプション

＾ 

‘‘ 
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（３）Java コントロールパネルが表示されます。「バージョン情報」をクリックしてください。 

 
図３.１-３ Java コントロールパネル 

 

（４）「Java について」で Java のバージョンを確認することができます。 

   「バージョン８の更新 XXX」（バージョン８の更新 191）と表示されている場合は 

   動作対象のバージョンであるため第５章へ進んでください。 

 
 

図３.１-４ Java について 

 

※注 画面イメージは、OS 等により若干表示が異なる場合があります。 

 

 

下記のケースごとに次の章へ進んでください 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

ケース① Java がインストールされていない場合       ⇒第４章へ 

 

ケース② 動作対象外の Java がインストールされている場合  ⇒３.２へ 

 

ケース③ 動作対象（※）の Java がインストールされている場合 ⇒第５章へ 
（※）JRE8 UPDATE191 

 

この例では、バージョンは 
「JRE8Update191」 
であることがわかります。 

[!] Java]ントロール・パネル X 

圧経］更新 Javaセキュリティ詳細

パージョン情報

Javaコン田ール・パネルにづヽてのバージョン情報を表示~す。

＜三三こネッ印ーク設定

ネッ印ーク設定は接絣時に使用されます。デフォルトでは、Javaは'Nebブラクザのネット
ワーク設定を使用頃：す。これi3(J)設定を変更でき却）は上級ユーザ一のみです．

ネッ印ーク設定CM
インターネッド喋与ファイル
, ~ O,IL... .、 •一,.つ,±ロコ→』＾ 七-~- Id I..L 、J.. rコ→'-""'- ''='-'•=~----7 '-"'ヽ一人士口,,... ,~ ... 

<f 
写 Jc1_va.. 

OR!lCl..'2' 

こ ド1紐 191-b五二>

」avaテク.Jロジに関する詳細および悟れたJava
すには次のサイトを参賭：http:/Jwww.java.co m 

ORACLE" 
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３．２ Java のアンインストール（ケース②の場合）      
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

※下記の操作は「管理者」権限のあるユーザにて行ってください。 

 
（１） スタートメニューより「コントロールパネル」を開きます。 

 

  
図３.２-１ コントロールパネルの表示 

 

 

 
この作業は、電子入札システムが対応してないバージョンの Java がインスト

ールされている場合、競合を避ける為に削除して頂くものです。 

現在インストールされている Java を他のシステムで使用している場合は 

影響を及ぼす可能性があります。 

削除作業はご自身の責任で行ってください。削除作業を起因とする誤作動・不

具合やそれらに限らない損害および障害は、一切その責任は負いかねますので、

ご了承ください。 

Java を削除できない場合は、別のパソコンで電子入札を行ってください。 

注意 

コントロールパネル 

モピリテイセンター(8)

口源オプション(0)

イペソトビューアーM

ジステム(Y)

デバイスマネージャー(M)

ネットワーク接続rN)

ディスクの管理(K)

］ンビューターの管理(G)

］マンドプロンプト(Q

ファイル名を指定して実行(R)

シャットダウソまたはサインアウト(U)

デスクトップ(D)
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（２）「コントロールパネル」より、「プログラムと機能」をクリックします。 

 

   
図３.２-２ コントロールパネル画面 

 

（３）「プログラムと機能」より、アンインストールする不要な Java バージョンのプログラムを

選択します。「アンインストール」をクリックします。 

 

 
図３.２-３ プログラムと機能① 

プログラムと機能 

口 すべて(I)]ントロールパネル項目

• y 1-四 ＞］ントロールパネル ＞すべての］ントロールパネル項目

□ X 

V l) J: ノトロールパ... p 

］ソピュ＿夕＿の設定を調整します

佑iデバイスとプリンター

｀ ホームグループ
ューザーアカウ` ノト

表示方法 大きいアイコン・

トラブルシューティング ＾ 

フォソト

ペソとタッチ

マウス

ワークフォルダー V 

句 プログラムと機能

← V 1-01) Jントロールパネル ＞すべてのコ`ノトロールパネル項目 ＞プログうムと機能

Jントロールパネルホーム

インストールされた更新プログラムを

表示

~ Windows の機能の有効化または
無効化

名前

プログラムのアソインストールまたは変更

プログラムをアソインストールするには、一覧からプnグうムを選択して［ア‘ノイソストール］、［変更］、または ［修復lを
クリックします。

発行元

□ X 

V C) プログラムと槻... I' 

~ Microsoft V,sual C++ 2013 Redistributable (x86)・12.0.210 ... Microsoft Corporation 

~ Microsoft Visual C++ 2013 Redistributable (x64)・12.0.210 ... Microsoft Corporation 

00Microsoft V,sual C++ 2005 Redistributable Microsoft Corporation 

＝饂~:~';5匹fo«•nn,1 Pl"'三亡:::::::> 。~:::~:~こ°こごion

＜
 

ふ
Oracle Corporation製品パージョソ：8.0.250 

ヘルプのリンク：http://java.com 

餌~ . 6 

＞
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（４）下記メッセ—ジ画面で、「はい」ボタンを押すとプログラムのアンインストールが 

始まります。 

    
図３.２-４ アンインストールの確認画面 

 

 

（５）画面が閉じると、プログラムのアンインストールは終了です。 

   「プログラムと機能」より、アンインストールした Java が消えていることを確認してくだ

さい。 

 
図３.２-５ プログラムと機能② 

 

（６）不要な Java バージョンが複数存在する場合は、同様の手順でプログラムのアンインストー

ルを繰り返して下さい。終わりましたら「プログラムと機能」画面、右上の「×」ボタンで

画面を閉じて下さい。 

 
（７）不要な Java バージョンのアンインストールが終了しましたら、パソコンを再起動して、 

第 4 章へお進みください。 

 

  

プログうムと機能

Java 8 Update 25をアンイソストールしますか？

□ 今後、このダイアログボックスを表示しない

祠プログラムと機能

← v ↑ Gl > Jソトロールパネル ）すべて(J)Jソトロールパネル項目 ）プログうムと携能

口 X

Fo プログラムと機.. p 
__J 

Jントロールパネルホーム

イソストールされた更新プログうムを

表示

~ Windows の機能の有効化または
無効化

プログラムのアンインストールまたは変更

プログラムをアンインストールするには、一覧からプログラムを選択して［アンインストール］、［変更l、または［修復］を
クリックします。

整理 ▼ ,; 云..
名前 v 発行元

［母MicrosoftVisual C++ 2013 Redistributable (x86) -12.0.210 ... Microsoft Corporation 
.. ~Microsoft Visual C++ 2013 Redistributable (x64) -12.0.210 ... Microsoft Corporation 

00 Microsoft Visual C + + 2005 Redistributable Microsoft Corporation 

(] Microsoft Office Professional Plus 2016 -ja-jp Microsoft Corporation 

＜ ＞  

現在インストールされているプログうム 合計サイズ：42.6 MB ぃI 4個のプログうムがイソストールされています
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第４章  Java 実行環境の設定（ケース①②の場合） 

４．１ Java のインストール 
ご使用になるパソコンに Java がインストールされていない場合には、Java をインストールする 

必要があります。 

※下記の操作は「管理者」権限のあるユーザにて行ってください。 

 

（1）JRE をダウンロードしてデスクトップ等に保存してください。保存した Java のインストール

ファイルをダブルクリックしてください。 

※JRE のダウンロード方法については、発注機関のホームページを参照してください。 

 
（2）以下の画面が表示されます。使用許諾契約書をご確認のうえ、「インストール」をクリックして

ください。 

 

 
図４.１-１ Java インストール画面① 

 

（3）以下の画面が表示されます。この画面の表示中は、パソコンの操作は行わないようにしてく

ださい。 

 
図４.１-２ Java インストール画面② 

~ 
Javaへようこそ

Javaを使用すると、鶯くべきコンテンツの世界にアクセスできます。ビジ

ネス・ソリューションから有用なユーティリティやエンターテインメント

まで、 様々な分野でJavaはあなたのインターネッ日本験を豊かにします。

注意インストール・プロセスで個人情報が収集されるごとはありません。

ここをクリックすると、収焦される情報について確認できます。

ライセンス契約に同意してJavaのインストールを今すぐ開始するには、

「インストール」をクリックします。

□ 宛先フォJl/2'を変更する I 取消 く」・イソストール(if;し）

Javaセットアップ —進行中 X 

1 写：Java・ 
C 心し●

状態： Javaのインストール中

Devices Run Java 
（（ 
写 Java・#1Development Platform 
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（4）以下の画面が表示されます。「閉じる」ボタンをクリックし、Java のインストールは 

完了です。 

 

 
図４.１-３ Java インストール画面③ 

 

 

※Java のインストール後に以下の画面が表示された場合は、アドオンは「有効にする」を選択し、

「×」ボタンで閉じてください。 

 

 
図４.１-４ Java のバージョンの確認画面  

ヽ

一 ・ 一~ Javaが正常にインストールされました

Javaの更新が可能になると、プロンプ トが表示されます。 必ず更新をイン

ス トールして、 パ フォーマ ンスおよびセキュリティの最新の改善を反映さ

せてください。

更新設定の詳細

「閉じる」 をクリックするとブラウザが開くので、 Javaが動作しているこ

とを確認できます。

([ 閉じる(cc:・::c

~, http://java.com/ja/download/installed8.jsp y C 直]Javaのバージョンの確認 x 

ファイル(F) 編集(E) 表示M お気に入り(A) ツール(1) /¥ルブ(H)

<f 1,t-.1 

写 Java- ダウンロード ～ レプ

心ブ・ 1Jソ・」ス Javaのバージョンの確認
,Java/'は
., 日バージョンの用餘 お使いのオペレーティング・システムに推奨されたバージョンのJavaをインストールしていることを確認
直四＂吋 してください．
• エつ一・メッヤージ
,Javaのトラブ）ぃシュ―
〒ィング

.'?-の他のii,プ

IE 11のユーザーこのページを使用してインストール済のバージョンを確認しようとすると閏塁が発生す
る場合は、かわりのページを使用してください．

すべてのJavat!汐ウンロード

倦のコンピュータまたlatオ
ペレーティング・システム
用のJavaをダウンロードす
琴合は、 下のリンクをク U 新たにJavaソフトウェアをインストールした場合 プラウザで新たにインストールしたJavao)バージョンを有効にするためにプラウザを再起鰭してください（ブラウザのすべてのウィンドウを

いったん閉じてから、喜度間きます）. JavaSaiptも膏効にする必饗があります．リックしてください．
すべてのJ11Vft(J'l"f..,..,A-

£ 

号宗の資訳 I J訂•について 1 サポー ト 1 且去蓋
ブ=;イw、1'1ツキー膏択弐字 1伊用条件 Iii!勇 l令青条Jli

0巫 CLE

悶はは言畠n二。'Java(tm)Plug-In SSV Helper' アドォ く：：~こ 効にしない(D)
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第５章  Java ポリシーの設定 

５．１ Java ポリシー設定ツールのダウンロードと解凍 
 

Java のインストールが終了致しましたら、電子入札システムポータルサイトより Java ポリシー設

定ツールをダウンロードします。Java ポリシー設定ツールは、OS のバージョンによって異なります。

適切なものをダウンロードしてください。 

 

「Windows10（64bit）JavaPolicy 設定ツール」 

 

 

（１）電子入札システムポータルサイトから Java ポリシー設定ツールをダウンロードします。 

Internet Explorer 画面の下に下記メッセージが表示されます。 

任意の場所にファイルを保存してください。 
 

 
図５.１-１ ファイルのダウンロード 

 

（２）保存した Java ポリシー設定ツールをダブルクリックで開きます。 

 

 
図５.１-２ Java ポリシー設定ツール 

  

,, らWindowslO(64bit) JavaPolicy設定ツール.exeを実行または保存しますか？

~ I 

X 

キャンセル(C)

函
―WindowslO ( 

臼 bit)JavaPolicy 

設定ツー）レ.exe
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（３）下記画面が表示されます。参照ボタンを押下すると、「図 5.１-４フォルダ指定画面」が表示

されるので、保存先を指定し「ＯＫボタン」を押下します。 

「展開」ボタンを押下します。 

 

  
図５.１-３ ファイルの展開先（保存場所）指定画面 

 

 
 

図５.１-４ フォルダ指定画面 

 

 

（４）上記で選択した保存先に、解凍したファイルが作成されます。 

Java ポリシー設定ツールはダウンロードしたツールと同じ名称のフォルダが作成されます。 

     

   
図５.１-５ JavaPolicy 設定ツール フォルダ 

 

「デスクトップ」を指定

すると、分かりやす

いです。 

Lhaplus Self Extractor X 

展間先のフォルダ(D)

l剛 I吋需閻I雨
fp!BE 

] ~ 

Windows 1 0 (6 4b1t) Java Policy設定ツール¥commonper miss 10n 
Windows 1 0 (6 4b1t) Java Po I icy設定ツール¥Eb!CCardEncrypt ion Ut i Is permission 
Windows 1 0 (6 4b1t) Java Policy設定ツール¥EbPolicyFileproper! 函
Windows 1 0 (6 4b1t) Java Policy殺定ツール¥l1b¥EbPol1cyTool.jar 
Windows 1 0 (6 4bit) Java Po I icy設定ツール¥permissionperm iss 10n 
Windows 1 0 (6 4b1t) Java Policy験定ツール¥スターI-bat
Windows 10(64b1t) JavaPolicv目合宗‘‘ノール¥例外サイト穀宗URUxt

~ 終了（沿

フォルダーの参照

フォ}~を退択してください．

x
 

iヽi.OneDrive 

V ~ PC ＾ 

E
 
Windows10 ( 

64bit) JavaPolicy 

設定ツール
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５．２ Java ポリシーの設定                      

 
（１）５.１で解凍したフォルダの中の「スタート.bat」を右クリックし、「管理者として実行」を

クリックします。 

 

 
図５.２-１  JavaPolicy 設定ツールフォルダ画面 

 

※下記の「図５.２-２ ユーザーアカウント制御画面」が表示された場合は、 

「はい」をクリックしてください。 

 
図５.２-２  ユーザーアカウント制御画面 

  

口固
クイックアクセ Jピー 貼り付け

スにピソ留め 汰

オ

ac I Windows10 (64bit) Java Policy設定ツール

ホーム 共有 表示

＊クイックアクセス

・デスクトップ

● ダウンロード

西 ドキュメソト

エ ピクチャ

スクリーンショット

20160620_2 

Windows10検証

業者情報

調津案件情報

7個の項目

＊移動先. X削除 ▼

Jピー先▼

略・ 0且・
O・ は

＃ 名前の変r--新しい プ□Iiティ
露く(Q) I e 
蝿クリップボード 整理

1' > Windows10 (64bit) Java Pol切設<.:i:竺~二＞

＾ 
□ 名前

只胃佃

正畑

ヽ lib 

｀ 
オ D commonpe コピや

オ □ EblCCardEn, シー.. ,,,~ 

オ
□ EbPolicyFile. 剛謬四
□ ~ermissio n.l 

ら翫Z

オ --~ ---1JIJGlt(.B) 
スタート.bat

昌 例外サイト設定URL.bet

y < 

口

EEすべて選択
BB選択解除
王 選択の切り替え

選択

t> Windows10… P 

更新日時

X 

A.. 

2016/06/10 22:03 

201 6/06/1 0 10:00 

201 6/06/1 0 10:00 

201 6/06/1 0 10:00 

201 6/06/1 0 10:00 

201 6/06/1 0 10:00 

2016/06/10 10:00 

＞ 

巨I ~

n"宿
X 

〇 次のプログラムにこのコン巳—ターヘの変更を許可しますか？

躙 允グラム名： Windowsコマンド尤セウ
控認済みの発行元：Microsoft Windows 

◎ 暉を表示する(Q) ＜二応
7れら⑮勇知存表示するタイミングな空吾する
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図５.２-３ エラー画面（例） 

 

 

※Java ポリシーの設定が完了したら、ユーザーアカウント制御機能を元の状態に戻し、パソコンを 

再起動してください。 

  

 
上記のユーザーアカウント制御画面で「はい」ボタンをクリックした後、登録に

失敗した場合、ユーザーアカウント制御機能を無効にする必要があります。 
ユーザーアカウント制御機能を無効にする手順は、補足１を参照してください。 

注意 

登鱈 写

゜
al java.awt.Co● ,onenl .d,s,alchEvenl (Unkno,n Source) 

al java.a,l .Even心 eue.disoalchEvenlllPI(Unkno,n Source) 

al java.a,t .Evenlweue,accessSOOO(Unkno,n Source) 
al iava.a,t .Evenlweuell ,run(Unkno,n Source) 

al java.a,t.Evenl知 uell.run (Unkn01n Source) 
al java,securit,.lcc● ssConlrol ler .doPrivi 18'● d(Nal Ive Method) 

al j ava,secur it, ,lccessConl ro I Context II .dolnlersecl ion Pr iv i I e,e (Unkno,n Source) 

al j ava.secur i tv .lccessConl ro I Context SI .dolnlersecl ion Pr iv i I,,, (Unkno,n Source) 
al j ava.a,t.Eventweuel2. run (Unkn01n Source) 

al java.a,t .Eventweuel2.run(Unkn01n Source) 

al j ava,secur i tv ,lccessConl ro 11 er .doPr i vi I e,ed (Native Method) 
al j ava.secur i tv .lccessConl ro I Context II .dolnlersecl ion Pr iv i I e,e (Unkno,n Source) 

al java.a,l .Eventweue.disoalchEvenl (Unkno,n Source) 

al java.a,t .EvenlDisoalchlhread.ou■oC.eEventForFi llers(Unkno,n Source) 
al j ava.a,l ,EvenlD i s,alchlhread ,PU1PEvenlsForf i Iler (Unkno,n Source) 

al j ava.a,l .EvenlD i s,alch Thread ,ou1PEvenlsf orH i erarchv (Unkno,n Source) 

al java.a,t .EvenlDls,alchlhread.ou,oEvenls(Unkno,n Source) 

al java.a,t .EvenlDisoalchlhread,ou1PEvenls(Unkno,n Source) 
al java.a,l .Even¥Ois,alchlhread.run(Unkno,n Source) 

亡
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（２）下記のような黒い画面と JavaPolicy ファイル設定ツールが表示されます。 

   黒い画面は閉じずに、操作してください。 

 

 
 

図５.３-４ スタート.bat 実行画面 

 

（３）JavaPolicy ファイル設定ツール（画面説明） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５.３-５ java.policy ファイル設定ツール画面① 

 

＜項目内容＞ 

①発注機関名称 

設定を追加する発注機関の名称を入力します。 

②発注機関 URL 

追加する発注機関から提示されている URL を入力します。 

③登録ボタン 

入力した名称と URL を用いて、java.policy ファイルに設定を追加します。 

④終了ボタン 

このツールを終了します。 

⑤ポリシーファイルの参照ボタン 

java.policy ファイルの内容を表示します。 

⑥登録済み発注機関リスト 

登録済みの発注機関名称の一覧を表示します。 

⑦削除ボタン 

登録済み発注機関リストで選択した発注機関に関する設定を削除します。 

 

※java.policy ファイル設定ツールを実行する場合は、管理者権限のユーザにて実行して下さい。 

① 

② 

③ ④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

＾ 

国java.policyファイル設定ソ`ールVert.O ロ x
 

発注1購閲名称 II I 登孫済み発注1幾閲

発注1謡関URL lhttps:/ /wwwebs-asp .fwd ne ,jp/CAL I 

登絲 I I 終了

ポリシイファイルの参照 削除
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（４）下記の＜操作手順＞①～⑤にそって登録してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.3-6 java.policy ファイル設定ツール画面② 

＜操作手順＞ 

①発注機関名を入力します。（例：○○○○市） 

②発注機関 URＬに「https://www.ebs-asp.fwd.ne.jp/CALS/」 が表示されていることを 

確認します。 

③登録ボタンを押します。 

④確認画面です。 

登録する場合は「はい」ボタンを押します。 

 

 
図 5.3-7 登録確認画面 

 

⑤登録済み発注機関に①で入力した内容（例：○○○○市）が表示されたら登録完了です。 

なお、本ツールにより、java.policy ファイルを変更するたびに自動的にバックアップファイルが 

作成されます。 

 

 
  

 

図 5.3-8 登録完了画面 

 

  

④ 

① ○○○○市 

③ 

⑤ 

② ○○○○市 

国java.policyファイル設定ツールVer1.0

発注槻閲名称

発注1幾閲URL

口

登孫済み発注1幾匪l

X 

．`  
疇.........-・・ 

jhttps:/ /wwwebs-asp.fwdne」p/CALI ・t
...... .. 
．． ． .. . ... ．．．．．．．．．．．．．． 

登緑 L 終了 」

ポリシィファイルの参照 削餘

登 録 X 

寺
i主 x

 登録が終了しました。

元のjavapolicyファイルを

パックアップファイル名：C:¥Prog ram Fi I es (x86)¥Java¥jre1 .8.0_ 191¥1i b¥sec urity¥20190131194644java. policy 

に保存しました。
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補足１  ユーザーアカウント制御機能の無効化 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（１）スタートメニューを右クリックし、「コントロールパネル」を開きます。 

 

 
図 補足.１ コントロールパネル呼び出し画面 

 

（２）「ユーザーアカウント」を開きます。 

 

 
 

図 補足.２ コントロールパネル画面  

 
この作業は、Java ポリシーの設定に失敗した場合のみ、行ってください。 

Java ポリシーの設定が完了したら、必ず元の状態に戻し、パソコンの再起動

を行ってください。 

注意 

コントロールパネル 

ユーザーアカウント 

モピリテイセンター(B)

霊源オプション(0)

イベントピューアーM

システムm
デパイスマネージャー(M)

ネットワーク接綬ぃり

ディスクの管湮(I()

コンビューターの管湮(G)

］マンドプロンプト(q

］マンドプロンブトn理者）(A 

ファイル名を指定して実行(R)

シャットダウンまたはサインアウト(U)

デスクトッブ(D)

ビ すべて(!)]ソトロールパネル項目 □ X 

↑ 巴~ > Jント．．． ＞すべて(!)]ントロールパネ．．．＞ V ¥'.) ]ントロールパ… P 

Jソピューターの設定を調整します 表示方法 大きいアイJ:ノ・

l:J'I ノ U ノノLJ,(..'戌 北 .、/(一ノノノ｀ ホームグループ
ワークフォルダ―

0 音声認識 回復

管理ツール 蔦既定のプログラム

＾ 

V 
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（３）「ユーザーアカウント制御設定の変更」を開きます。 

 
図 補足.３ ユーザーアカウント画面 

 

（４）「ユーザーアカウント制御」ダイアログが表示されるので、「続行」ボタンをクリック 

します。 

ユーザーアカウント制御の設定画面が表示されるので、ゲージを「通知しない」まで 

スライドさせ、「OK」ボタンをクリックします 

 

 
図 補足.４ ユーザーアカウント制御の設定画面 

 

（５）「OK」ボタンをクリックすると、 

「ユーザーアカウント制御を無効にするには、コンピュータを再起動する必要があります」

とメッセージウィンドウが表示されますので、メッセージをクリックしてパソコンを再起動

してください。 

 

  

「通知しない」までスライドさせます 

ユーザーアカウント D X 

← v ↑ 岨＞ ］ソトロールパネル＞すぺての］ントロールパネル項目 ＞ユーザーアカウント V I'.) ]: ノトロールパ... ,P 

J: ノトロールパネルホーム
ユーザーアカウントの変更 ゜資格情報の管理
PC設定でアカウントを変更

パスワードリセットディスクの作成
win10test 

ファイル暗号化証明書の管理 Gァカウソト名の変更
Cューザープロファイルの詳細プロIiテ ~ アカウントの種類の変更

ローカルアカウソト

Administrator 

パスワード保護
イの構成

環境変数の変更

む ューザーアカウソト制御の設定

コンピューターに対する変更の通知を受け取るタイミングの選択

ユーザーアカウント制御を使用すると、問題を起こす可能性があるプログラムからのJンピューターの変更の防止に役立ちます。
ユーザーアカウソト制御設定の詳細を表示

常に通知する

＇ 

以下の場合でも通知しない

• ァプリがソフトウェアをインストールしようとする場合、または］`ノ
ピューターに変更を加えようとする場合

・ューザーがWindows設定を変更する場合

-―- 0 推奨されません。

通知しない

） 

く セル

□ X 
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第６章 Java の設定 

６．１ Java 環境の設定 
 

インストールした Java が自動で更新されないよう設定を行います。 
 

（１） スタートメニューより「コントロールパネル」を開きます。 

 
図６.１-１ コントロールパネル画面呼び出し 

 

 

（２）以下の画面が表示されます。「Java」をダブルクリックします。 

 
図６.１-２ コントロールパネル 

モピリテイセンター(B)

電源オブション(0)

イベソトピューアーM

システム(Y)

デバイスマネージャー(M)

ネットワーク接続0N)

ディスクの管湮(K)

］ンビューターの管理(G)

］マンドブロンプト(Q

］マンドブロ‘ノブト（管理者）(A) 

:i. ミlll-m

に ロールパネ吋ここ＞

ファイル名を指定して実行{R)

シャットダウソまたはサイソアウト{U)

完クトップ{D)

E すべてのコントロールパネル項目

~ 

ロ X 

↑ 四 ＞コントロールパネル ＞すぺてのコントロールパネル項目 V I'.) ]ントロールパ... p 

........................... ． 
コンピューターの設定を調整します ：表示方法． 大きいアイJソ ▼ ． ． 

． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ... 

a Flash Player (32ビット）
Mail (Microsoft Outlook 

2016) (32ビット）

RemoteAppとデスクトップ接
~ Windows Defender 

'><) 続

Windowsファイアウォール [j; Windowsモビリテイセンター

戸 やターネットオプション 心 ィソデックスのオプション

＾ 

‘‘ 
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（３）以下の画面が表示されます。「更新」タブをクリックします。 

    

 
図６.１-３ Java コントロールパネル① 

 

（４）以下の画面が表示されます。「更新を自動的にチェック」を外します。 

  （既にチェックが外れている場合、「６．２ 例外サイト・リスト」の設定に進んでください。） 

 
図６.１-４ Java コントロールパネル② 

 
 
 
 

チェックを外します 

「更新」をクリック 

x
 

lほ）

やノターネッド時万イル

JavaアブIJIJーションで使用された万イルは、次回すばや00うできふように特別なプすル
ダ内に格納されます．万イ｝切削除や設定の変更を行えぷ汎i上級ユーザ--WJ只らす．

設定＆）… 表示(Y).

ブラY.f(J)Javaが有効になっています．
「セキュ芳ィ」タブを参照

I OK I 販肖

⑭ ava]ントロール・パネル

一般更新iJavaセキュリティ詳紐

国謬炭悶苓註讐言閏9言露雲~ト、伝醤謬長
法や適用方法に関する処理を制御することができます。

x
 

ダウンロード前

拡張(Q)

Java U因ate '! 士曜日の2200に展新版を確認頃す。更新が推奨され

塁直応這鱈富瓢噂誌謬

今すぐ更新（旦l

I OK I取消 適用
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（５）以下の画面が表示されますので、「チェックしない」を選択します。 

 

 
図６.１-５ Java コントロールパネル③ 

 

 

（６）以下の画面が表示されます。チェックが外れたことを確認します。 

 

 
図６.１-６ Java コントロールパネル④ 

 

 

 

  

チェックが外れました 

Java Update -警告

更新の自動確認を停止するように選択しました．
将来のセキュリティ更新が適用されなくな頃ミす。

X 

＾ 最もセキュアで高速なJava体験を確保するたぬ新規バージョンの
確認を定期的に実行す叙ことを造くお薦め頃ミす。

ヽ チェックU-ci:い

⑭ avaJ: ノトロール・パネル

一般 更新 Javaセキュリティ詳紐l

国汀霊霜合轡塁塁雷翌喜ぢ髯塁贔
法や適用方法に間する処理を制御することができます。

ダウンロード前 v 

x
 

今すぐ更新(!.!)

I OK I 取浪
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６．２ 例外サイト・リストの設定 
  

電子入札システムを使用するために、「例外サイト・リスト」の設定が必要となります。 

 

（１） Java コントロールパネルを開きます。「セキュリティ」をクリックします。 

 
 

図６.２-１ Java コントロールパネル① 

 

（２）｢サイト・リストの編集｣をクリックします。 

 
 

図６.２-２ Java コントロールパネル② 

「セキュリティ」をクリック 

「サイト・リストの編集」を

クリック 

＠）高(H)

註明書の失効ステータスを確認できない場合でも、信頼できるi:'.!!il局IJJ!il明書により湖別され
るJavaアプリケーションは実行を許可されます。

例外サイト・リスト

X 

次（こ示すサイトから起勒されたアプリケーションは該当するセキュリティ・プロンブf-0)後に実行を許可されま
す。
I「サイト・リス⑲編集」をクリックはす．．
アイテムをこのリス比追加ほす. I I サイト・リスf-0)編集(S)I 

I セキュリティ・プロンプ励復元<Rl 11 証明書の菅l皇(M) I 

国Java]ントロール・パネル

一般更新 Java セキュリティ詳繕

回 ブラウザおよひWebStartアプリケーションでJavaコンテンツを有効にする(E)

例外サイト・リスHこないアプリケーションのセキュリティ1ペル

〇 非常に高(V)

騒8月書が失効していないことを確i和できる場合にかぎり、信頼できる認!ii局IJJ!il明書により渫別
されるJavaアプリケーションのみ実行を許可されます。

＠）高(H)

騒明書の失効ステータスを確認できg
るJavaアプリケーションは実行を許可

例外サイト・リスト

次（こ示すサイトから起勒されたアプリケーションは該当するセキュリティ・プロン＇
す。
I「サイト・リスt-lJJ編集」をクリックほす．
アイテムをこのリスHこ追加じます。

X 

I セキュリティ・プロンプ励復元<Rl 11 !a明書の管理(M) I 
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（３）「追加」ボタンをクリックします。 

 
  

図６.２-３ Java コントロールパネル③ 

 

（４）「場所」欄が表示されます。 

Java のフォルダ名およびご利用頂く電子入札システムの URL を登録します。 

 
 

図６.２-４ Java コントロールパネル④ 

    

（５）第５章でダウンロードした「JavaPolicy 設定ツール」フォルダを開きます。 

フォルダ内の「例外サイト設定 URL.txt」を開きます。 

 
図６.２-５ JavaPolicy 設定ツールフォルダ 

「追加」をクリック 

国 例外サイト・リスト

次に示すサイトから起動されたアプリケーションは該当するセキュリティ・ブロンブ団〕後に実行を許可されます。

「追加」をクリックすると、アイテムがこのリス紅追加されます。

"ill FILEブロトコルおよtJHTTPプロトコルは、セキュリティ・リスクと見なされ
可能な場合はHTTPSサイトを使用することをお惹めじます。

亡 耶消

x
 

国 -,,, .j-イト・ •n卜し X 

次（こ示すサイトから起動されたアブリケーションは該当するセキュリティ・プロンプf--0)後に実行を許可されます。

,Ll匹 WWW●累amploo叩 ・air,"'tl?> ,,,,,. ● xamp• ぃ,m・oppntml 

追加(A) 削除(Rl

~ FILEプロトコ）しおよUHTTPブロトコル（ま、セキュリティ・リスクと見なされます。
可能な場合はHT「PSサイトをf吏用する己とをお慈めします。

亡 I 耶消

1' > Windows10 (64bit) Java Policy設定ツール ＞

＊ クイックアクセス

●デスクトップ

暴ダウンロード

西 ドキュメソト

玉 ピクチャ

スクリーンショット

20160620_2 

Windows10検証

ヽ

オ

オ

オ

オ

＾ □ 名前
lib 

ロcommon.perm1ss1on 
□ EblCCardE ncryptionUtils.perm1ssion 
□ EbPolicyFile.properties 
D ・・perm1ss1on.perm1ss1on 

<ニニニ＞

v t) Windows10… P 

更新日時

2016/06/10 22:03 

2016/06/10 10:00 

2016/06/10 10:00 

2016/06/10 10:00 

2016/06/10 10:00 

2016/06/10 10:00 

2016/06/10 10:00 
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（６）「例外サイト設定 URL.txt」内の URL を１行づつコピーし「例外サイト・リスト」の 

「場所」に貼り付け、「追加」ボタンをクリックします。 

 同じ操作で２つの URL を追加してください。 

 

 
 

 

図６.２-6 例外サイト設定 URL 

 

 
 

図６.２-７ Java コントロールパネル⑤ 

 

※以下のようなセキュリティ警告画面が表示された場合は、「続行」をクリックしてください。 

 
 

図６.２-8 Java セキュリティ警告 

  

「続行」をクリック 

ュ 伊l外サイト設定URLtxt —メモ甚 D
 
x
 ファイル(F) 編果(E) 吾式(0) 表示M "ルプ(H)

W i le:/C:/Program%20Fi les%20(x86)/Java/j rel .8.0_191/1 ib/applet/ "" 
https://www.ebs-asp.fwd.ne.jp/CALS/ 

国 呵ヅト・リスト

次（こ示すサイトから起勒されたアプリケーションは該当するセキュリティ・プロンプl--0)後に実行を許可されます。

亡豆コ~

セキュリテ4号告 -~IIEOケー .,,ヨン
x
 例外サイト・リストにFILEロケーションを含めることは、セキュリティ

・リスクと見なされます

場所： file:// 

FILEブロトコルを（吏用するロケ→ョンにはセキュリティ・リ入クカ屯琴め、お｛吏いのコンピュータ(J)(目人'I昔
報が危険（こさらされるおそれがあります。例外サイト• リス Hこは ― ‘ 

;；;芦.,Iを受け入れる場合は「読行」をクリカい(J)「~
~ 
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（７）テキストファイル内の２つの URL が表示されていることを確認します。 

  「OK」ボタンをクリックします。 

 

 
  

図６.２-９ Java コントロールパネル⑥ 

 
（１０）Java コントロールパネル内の「例外サイト・リスト」に入力した URL が表示されている

ことを確認してください。 

確認後、「OK」ボタンをクリックします。 

 

 
 

図６.２-１０ Java コントロールパネル⑦ 

 

以上で Java の設定は完了です。 

 

「OK」をクリック 

次（こ示すサイH茫）起動されたアブリケーション（ま該当するセキュリティ・ブロンブ1-Q)後に実行を許可されます。

1a FIL匂ロトコルおよびHTTPブロトコ）Uま、セキュリティ・リスクと見なされます。
可能な場合はHTTPSサイトを使片”ることをお葱めL:す。

国JavaJ:ノトロール・パネル

一般更新 Javaセキュリティ詳繕

回 ブラウザおよびWebStartアプリケーションでJavaコンテンツを有効にする(E)

例外サイト・リスHこないアプリケーションのセキュリティルベル

〇 非常に高(V)

証明書が失効していないことを確認できる場合にかぎり、信頼できる認註局の註明書により撮別
されるJavaアプリケーションのみ実行を許可されます。

＠高(H)
騒明書の失効ステータスを確認できない場合でも、信頼できるi烈正局の註明書により堺別され
るJavaアプリケーションは実行を許可されます。

例外サイト・リスト

X 

次（こ示すサイトから起勒されたアプリケーションは該当するセキュリティ・プロンプl--0)後に実行を許可されま
す。
, ile:/C:/Program%20Files%20(x86)/ Java/jre 1.8.0_ 191/lib/app ... ,. 
,ttps://wwwebs-asp.fwdne.jp/CALS/ .., 1 1 サイト・リス励編集(S) I 

I セキュリティ・プロンプ励復元<Rl11 !ii明書の菅l皇(M) I 

'x 
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補足２ Internet Explorer の設定 
 電子入札システムを使用するには、Internet Explorer の設定も必要となります。 

 設定を行っていない場合は、下記手順を参照の上、設定をしてください。 
 
・信頼済みサイトとポップアップブロックの設定 
（１）「Internet Explorer」を起動します。 

 

（２）ツールメニューから「インターネットオプション」①をクリックします。 

 
図 補足.１ Internet Explorer 画面 

 

（３）画面上部の「セキュリティ」タブ①をクリックします。 

「信頼済みサイト」②をクリックし選択後、「サイト」ボタン③をクリックします。 

 
図 補足.２ インターネットオプション画面 

① 

① 

② 

③ 

C 
ファイlt,(F) ••(E) 表示＂ お気に入り(A)、mーヘルプ(HJ
関鼠履已の剛除(D)... Cul+Shlft+Del 

lnPrivoteプうウズ0) CtrltSh;fttP 

遍鑢防止を賓効に,-る(I()

ActiveXフィルター()()

If',U)閤題を門正IQ.

●終閲覧セッシ3ンを胃虞閉く(S)

サイトを7ブリピ1-• , lb !Al 

ダウン0ードの表示(N)

ポップ万ブカック(P)

P. c e新しいタブ

C如虚索

SmartScreen J<)レタ-II飽(1)

メディアうイセンスの管覆(M}

アドォンの管糧CA)

互換表示設定(8)

,'.IJ)フィ・ ~IJ).. 伍た、(F).

万・ドが""(E

Wi心0町 Update(U)

パ万ーマンスダッシュポード Clrl,ShlfuU 

f12"'1~• ツ・ル(ll

OneNole Linked Noles 

Send 10 OneNote 

インターネットオプション

コンテンツl接統 lブログうムl詳細設定

セキュリティ設定を表示また（ま変更するゾーンを退択してください。

゜
日

サイト(~

このゾーンのセキュリティのレベル（り

カスタム

カスタム設定
戸更するに（ま、［レ心o(J)カスタマイズ］ボタンをクリックします
を使用するには、ぽ定のレベル］ポタンをクリックします

口保護モードを有効にする(InternetExplorerの再間が必要）(el 

Iレベルの力入タマイズ<Q)11 既定のレベル(Q)
I すべてのゾ-ンを既定のレベル(~')セットするc& I 

I OK 11 I キャンセル 10 用R
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（４）「この Web サイトをゾーンに追加する」の入力欄①に以下の URL を入力し「追加」ボタン②を 

クリックします。 

https://www.ebs-asp.fwd.ne.jp/ 

「Web サイト」欄」③に追加した URL が表示されたことを確認し、「閉じる」ボタン④をクリック 

します。 

 
図 補足.３ 信頼済みサイト 

 

 

（５）「インターネットオプション」画面の「レベルのカスタマイズ」ボタン①をクリックします。 

 

 
図 補足.４ インターネットオプション画面 

  

① ② 

④ 

③ 

① 

信頼済みサイト

✓ ⑳砂{J)Webサイトの追加と削除ができます。このゾーン{J)Webサイトす
へてk、ゾーンのセキュリティ設定が適用されます。

この Web サイトを')~ンに追加する(Q):

11 追加(fl)j 
Webサイト(Yi):

I 削除(.8) J 

回このゾ-'.,;(])サイトにはすべてサ-1,-の確I::?.(https:)を必要とする(§)

|□疇可

インターネットオプション

コンテンツ1接統 lプログラム1詳繍設定

セキュリティ設定を表示または変更するゾーンを這択してください。

イ、 0-- -✓ 
.,Iターネット ローカルイント 『H罰if,;lifO制限付きサイト

うネット

信頼濱みサイト
✓ このゾーンには、コンピュータやファイルに揖害を与え r 
ないと信頼しているWebサイトが含まれています。

このゾーンにはWebサイトがあります。

このゾーンのセキュリティのレベル（じ

サイト(~

するには、［レベルのカスタマイズ］ポタンをクリックします
使用するには、ぼ定のレベル］ポタンをクリックします

I OK 11 キャンセル 11 適用<!!,) I 



電子入札サービス Javaポリシー設定マニュアル 

（少額物品、少額役務システム用） 

28 

（６）「ポップアップブロックの使用」①を「無効にする」に変更します。 

「OK」ボタン②をクリックします。 

 

 
図 補足.５ セキュリティ設定画面 

 

 
 
・互換表示の設定 

（１）「Internet Explorer」を起動します。 

 

（２）ツールメニューから「インターネットオプション」①をクリックします。 

 
図 補足.６ Internet Explorer 画面 

 

 

① 

② 

① 
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（３）「追加する Web サイト」欄①に以下を入力し、「追加」ボタン②をクリックします。 

fwd.ne.jp 

互換表示に追加した Web サイト」欄③に追加した項目が表示されていることを確認し、 

「閉じる」ボタン④をクリックします。 

 

 
図 補足.７ 互換表示設定画面 

 

 

以上で Internet Explorer の設定は完了です。 

① 
② 

③ 

④ 

互換表示設定 ~ 

邑 互換表示設定の変更

追加するWebサイト(D):

I I I 紐 (A) II 
互換表示に追加したWebサイト(W):

fwd.ne.jp I 削除(R) I 

図ィントラネットサイぽ互換表示で表示する(I)

図Microsoft互換性リスM浪弗(U)

Internet Exglorer !!2"15.il迄ー［こ旦ぼゑ巴明を読んで詳紐を祠認する

(1応 (C)1) 


